
［
は
じ
め
に
］
宋
板
傷
寒
論
（
明
趙
開
美
本
）
は
序
文
、
弁
脈
法
、

平
脈
法
、
傷
寒
例
、
痙
湿
喝
、
三
陰
三
陽
篇
（
い
わ
ゆ
る
六
経
病
篇
）

三
九
八
条
文
お
よ
び
可
不
可
篇
二
八
七
条
文
（
不
可
發
汗
・
可
發

汗
・
發
汗
後
・
不
可
吐
・
可
吐
・
不
可
下
・
可
下
・
發
汗
吐
下
後
）
よ

り
構
成
さ
れ
る
医
学
書
で
あ
る
。

可
不
可
篇
は
三
陰
三
陽
篇
の
「
重
集
（
再
編
集
）
」
で
あ
る
、
と

可
不
可
篇
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
注
解
傷
寒
論
に
お
い

て
可
不
可
篇
が
大
部
分
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
三
陰

三
陽
篇
に
比
較
し
て
従
来
さ
ほ
ど
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今

回
可
不
可
篇
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

［
目
的
］
傷
寒
論
可
不
可
篇
の
由
来
を
検
討
す
る
。

［
方
法
］
脈
経
巻
七
、
千
金
翼
方
巻
九
・
十
、
外
臺
秘
要
、
太
平

聖
恵
方
巻
八
等
の
仲
景
書
（
傷
寒
論
・
金
置
要
略
・
金
置
玉
函
経
）
関
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宋
板
傷
寒
論
可
不
可
篇
の
成
立

に
つ
い
て

牧
角

和

宏

連
条
文
を
そ
れ
ぞ
れ
宋
板
傷
寒
論
と
比
較
検
討
し
た
。
テ
キ
ス
ト

は
影
宋
版
脈
経
・
元
大
徳
版
千
金
翼
方
・
南
宋
本
太
平
聖
恵
方
・

宋
板
外
臺
秘
要
（
以
上
オ
リ
エ
ン
ト
）
・
清
陳
世
傑
本
金
置
玉
函
経
．

明
趙
開
美
本
傷
寒
論
・
元
都
珍
本
金
置
要
略
（
以
上
煉
原
）
を
用
い

た
。［

結
果
］
宋
板
傷
寒
論
可
不
可
篇
二
八
七
条
文
の
対
応
条
文
は

宋
板
三
陰
三
陽
篇
二
一
七
条
文
、
千
金
翼
方
二
四
五
条
文
、
脈
経

二
七
五
条
文
、
太
平
聖
恵
方
一
四
一
条
文
、
外
臺
秘
要
九
五
条
文
、

金
置
玉
函
経
二
六
八
条
文
で
あ
っ
た
。
条
文
数
は
脈
経
が
最
多
で
、

各
篇
の
構
成
も
脈
経
に
最
も
近
似
し
て
い
た
。
ま
た
、
可
不
可
篇

の
処
方
指
示
一
五
○
条
文
中
一
四
四
条
文
に
お
い
て
文
末
の
属
・

与
・
宜
が
脈
経
と
一
致
し
て
い
た
。
同
様
の
検
討
を
三
陰
三
陽
篇

で
行
う
と
、
千
金
翼
方
が
条
文
数
、
構
成
、
文
末
表
現
に
お
い
て

最
も
近
似
し
て
い
た
。

［
考
察
］
成
無
己
の
注
解
傷
寒
論
は
宋
板
傷
寒
論
に
基
づ
い
て

は
い
る
が
宋
板
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
注
解
傷
寒
論
と
宋
板
傷
寒

論
と
の
相
違
は
可
不
可
篇
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
注
解
傷
寒
論

の
可
不
可
篇
は
わ
ず
か
六
十
条
文
で
あ
る
。
注
解
傷
寒
論
で
は
、

三
陰
三
陽
篇
と
同
じ
条
文
は
原
則
と
し
て
可
不
可
篇
か
ら
は
削
除
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さ
れ
よ
う
〔

さ
れ
、
さ
ら
に
、
宋
板
で
可
不
可
篇
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い
十

条
文
を
も
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
解
傷
寒
論
か
ら
宋
板
可

不
可
篇
の
旧
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
注
解
傷

寒
論
の
研
究
者
達
は
そ
も
そ
も
可
不
可
篇
を
認
知
す
ら
し
て
い
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
可
不
可
篇
は
、
必
ず
し
も
三
陰
三
陽
篇
と
同
一
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
条
文
数
、
構
成
、
表
現
に
お
い
て
脈
経
と
近
似

し
て
い
た
。
脈
経
は
三
世
紀
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
医
学
全
書

で
あ
り
、
千
金
翼
方
（
七
世
紀
）
や
外
臺
秘
要
（
八
世
紀
）
よ
り
も

は
る
か
に
古
い
も
の
で
あ
る
。
脈
経
巻
七
に
は
可
不
可
形
式
の
傷

寒
論
が
引
用
さ
れ
、
脈
経
巻
八
に
は
現
伝
金
置
要
略
に
ほ
ぼ
等
し

い
条
文
群
が
存
在
し
て
い
る
。
す
で
に
小
曽
戸
・
真
柳
ら
が
指
摘

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
傷
寒
論
の
旧
態
が
可
不
可
形
式
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、

三
陰
三
陽
篇
は
可
不
可
篇
よ
り
も
千
金
翼
方
に
類
似
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
よ
り
、
宋
以
前
の
傷
寒
論
に
は
三
陰
三
陽
形
式
と

可
不
可
形
式
の
異
な
る
伝
本
系
統
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定

次
に
、
可
不
可
篇
が
三
陰
三
陽
篇
の
重
集
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
成
立
は
三
陰
三
陽
篇
成
立
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

千
金
舅
方
や
外
臺
秘
要
よ
り
も
は
る
か
に
成
立
年
代
の
早
い
脈
経

に
、
可
不
可
形
式
の
傷
寒
論
の
み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
陰
三
陽
形
式
の
傷
寒
論
の
引
用
は
脈
経
よ
り
も
時
代
的
に
遅
れ

た
書
物
に
始
め
て
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
引
用
文
献
の
成
立

年
代
か
ら
考
察
す
る
と
、
そ
も
そ
も
傷
寒
論
は
可
不
可
の
形
式
で

伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
三
陰
三
陽
の
形
式
に
整
備
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
結
語
］
宋
板
傷
寒
論
可
不
可
篇
は
三
陰
三
陽
篇
の
単
な
る
重

集
で
は
な
く
、
別
系
統
の
伝
本
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
三
陰
三
陽

篇
よ
り
も
古
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
傷
寒
論
は
三
陰
三
陽
篇

の
み
で
な
く
、
可
不
可
篇
そ
の
他
の
諸
篇
を
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
注
解
傷
寒
論
の
み
の
研
究
は
不
十

分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。（

北
陸
大
学
薬
学
部
東
洋
医
薬
学
教
室
）
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